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３． 事後評価結果 

〇評点：A 

 

〇総合評価コメント： 

本研究では、生体材料／機能性分子／半導体からなる複合ゲート構造を有する半導体トランジスタを用いて、

DNA、タンパク質、糖鎖、細胞などの検出を非標識・非侵襲に行う事を試みており、各々、着実な成果を積みあ

げてきた。特にDNA検出の技術は、世界初の半導体による電気検出DNAシーケンシング装置として米国企業

により製品化されており、主流であるDNAの蛍光検出に対抗し得る技術として期待される。上記を発展させ、

PCRの電気的検出が可能である事を実証した。また、フェニルボロン酸の自己組織化膜をゲート上に形成した

バイオトランジスタを開発し、細胞膜表面のシアル酸の直接検出に成功した。この技術は、がん転移の検出など

に応用可能である。一方で、ゲートに誘起される電荷量だけで多様で複雑な生体材料の検出を行う事の限界も

見え隠れする。タンパク質の解析では半導体トランジスタを用いた本手法に加え、互いの長所や短所を補完す

る表面プラズモン共鳴や水晶振動子による検出技術を融合する事を試みており、今後の進展を期待したい。以

上の成果は、インパクトファクタの大きな論文誌での発表、積極的な特許取得、多くの企業との実用化を目指し

た共同研究として結実している。

 


